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丸山真男著「政治の世界」を読む

－「政治とわたしたちの関係」を考える－

われわれは政治を運命として傍観したり絶望したり、逃避したりしてはならないのです。

イギリスで出たあるパンフレットに“You may not think about politics、but politics thinks about You.”

という文句があるようです。(C.D.H. & Margaret Cole、A guide to modern politics、P.9による)

あなたがどんなに政治が嫌いでも、どんなに政治に無関心でも、政治の方であなたを追いかけて

きてしっかり摑んではなさない、という意味です。

政治がこれほど私達の生命を自由に左右する力をもつからこそ、これに真正面から立ち向かい、

政治の力を野放しにせずこれを私達のコントロールの下に置くにはどうしたらよいかということ

を、文字通り、私達の死活の問題として考えざるをえないのです。P.131
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